
( 様式３ の１ ) 令和6年11月1日 現在

都道
府県
番号

0 推薦都道府県名
職業部
門番号

5 職種名（ １ ） 職種名（ ２ ）

○○県
電子応用機械器具組立
工

電子計算機組立工

ぎのう 　 し ゅ う いち 性別 男

技能　 秀一

昭和31年12月10日 年齢 67

現住所

〒 000-0000

○○県

TEL
。

在職年月数

～ S51. 3. 31 2年0月

～ H3. 3. 15 14年11月

～ H11. 9. 30 8年6月

～ H26. 3. 31 14年6月

～ R6. 11. 1 10年7月

～

～

～

就業先 ～

事業所名① ○○電機　 株式会社 ～

事業所名② ○○工場 ～

120人 ～

所在地 ～

〒 000-0000 ～

○○県 ～

50年6月

50年6月

TEL 現職については、 別に示す年月日をも って終期と する こ と 。

S49. 4. 1

S51. 4. 1

H3. 3. 16

H11. 10. 1

H26. 4. 1

市区町村

都道府県

○○市○○町○○○－○ 在職期間　 計

事業所全体
の従業員数

調書（ １ ） 都道府県

ふり がな

氏名

生年月日

在職期間（ 年月日）職歴

都道府県

市区町村

氏名・
現就業
先事業
所名の
外字

例： 「 藤」 は草冠が「 十十」 のよ う
に離れた字、 「 刃」 は「 匁」 のよ う
に突き 出る 字、 「 ◎」 の字は「 ○」
の字の偏が～～と なった字（ フォ ン
ト 「 △△」 で表示可能） 等

○○市○○町○丁目○－○

○○マンショ ン○○号室

000-000-0000

△△電機（ 株） 第二製造部○○課に電機工と し
て就職

○○電機（ 株） ○○工場 第一製造部○○課に
電子機器組立工と し て就職

000-000-0000（ 内線****）

同　 主任

同　 ○○長

重複期間を除く 在職期間　 計

同　 ○長と し て現在に至る

記載例：都道府県

推薦都道府県名欄、 都道府県番号欄

プルダウ ンから 推薦都道府県名を選択する こ と 。

選択し た都道府県に対応する 番号が自動で都道

府県番号欄に挿入さ れる 。

職業部門番号欄、 職種名（ １ ） （ ２ ） 欄

「 実施要領 別表」 第１ 部門～第21部門を参考に

職種を記入する 。 （ P6参照）

氏名・ 現就業先事業所名の外字欄

被推薦者の氏名・ 現就業先事業所名に変換でき な

い文字ま たは特定のフォ ント でし か表示でき ない

文字がある 場合、 必ずこ こ に記載する 。

氏名・ ふり がな・ 性別欄

住民票に記載さ れている 字画で氏名を記入し 、 ふり がなを付け、

名字と 名前の間に全角ス ペース を１ つ挿入する 。

性別欄は住民票に記載さ れている 性別をプルダウ ンから 選択する 。

生年月日・ 年齢欄

生年月日を入力する と 和暦に変換さ れる 。

入力は和暦の場合「 年号（ 昭和、 平成、 令和） yy年mm 月dd日」 、 「 年号（ S,H,R）

yy.m m.dd」 （ ド ッ ト 区切り ） ま たは「 年号（ S,H,R） yy/m m/dd」 （ ス ラ ッ シュ 区切り ） 、

西暦の場合「 yyyy/m m/dd」 （ ス ラ ッ シュ 区切り ） のよ う に入力する こ と 。

「 年齢」 欄は生年月日を正し く 入力する と 自動で挿入さ れる 。

○「 S15.10.9」 「 S15/6/23」 「 1943/2/25」 「 昭和39年12月13日」

×「 1940.7.7」 「 1942.6/18」 「 昭15年10月24日」 →エラ ーと なる

現住所欄

被推薦者の現住所およ び電話番号を省略等せずに記入する 。

住民票の住所と 実際に居住し ている 居所が異なる 場合は、 居所を記入する 。

職歴欄

就業先事業所の名称、 職務内容、 地位及び役職等を順番

に記入する こ と 。 団体歴、 公職歴、 家業手伝い、 学生時

代のアルバイ ト 、 推薦を受ける 技能と 関係の無い職種に

従事し ていた期間は記入し ない。 ただし 、 いわゆる 企業

内学校において、 推薦を受ける 技能と 直接関係がある 職

種の訓練を受けた期間は職歴と なる 。

現役の職歴は最後に「 と し て現在に至る 」 と 記入する 。

在職期間（ 年月日） ・ 在職年月数欄

上記「 生年月日」 欄と 同様に在職期間を正し く 入力する と 和暦に変換さ れ、

「 在職年月数」 欄に在職年月数が自動で入力さ れる 。

就業先欄

事業所名①欄には、 雇用事業所名を、 自営の場合は屋号等を省略せず正確に記入

する （ 法人格を省略し たり し ないこ と ） 。

事業所名②欄には、 拠点名があれば記載する 。

（ 例： 「 ○○工場」 「 ○○支店」 「 ○○営業所」 ）

ま た「 所在地」 欄には、 郵便番号、 所在地及び電話番号を略さ ずに記入する 。

令和６ 年11月１ 日以前に就業地が変更と なる こ と が推薦時に確定し ている 場合は

「 （ ○月○日よ り 変更予定） 」 と 記載する 。

なお、 推薦後に就業地が変更と なった場合は速やかに連絡する 。

事業所全体の従業員数欄

被推薦者も 含めた人数を半角数字

で入力する 。 就業者が被推薦者の

みの場合は、 0ではなく 1を入力す

る 。
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表彰の種類

 大臣表彰

知事・ 行政機関の局長表彰

全国レ ベルの業界団体表彰

その他

職業訓練指導員免許

技能検定委員

特許

認定
年度

職種 取得年月

高度熟練技能者 H○年○月

も のづく り マイ ス タ ー H28 ○○職種 H○年○月

全技連マイ スタ ー

開催回 順位

技能グラ ンプリ

技能五輪国際大会入賞歴 ○回 ○位

技能五輪全国大会入賞歴

免許・ 資格等の概要

機械科
免許・
資格等

○○県技能検定委員（ 機械）

特許123456「 ○○用装置の考案」

業種

表彰歴

表彰の概要

優秀技能者○○市長表彰： ○○に係る 優秀技能について表彰
○○県職業能力開発協会会長表彰： 技能検定の推進貢献について表彰

卓越技能者○○県知事表彰： ○○に係る 卓越技能について表彰

第○回○○技能競技全国大会（ ○○の部） ○○大臣表省

大会
入賞歴等

技能
検定

技能士の名称

一級電気機器組立技能士

一級制御盤組立技能士

機械職種

参加職種

取得年月

H○年○月

H○年○月

H○年○月

取得年月

H○年○月

H○年○月

H○年○月
H○年○月

表彰歴欄

表彰を有する 場合、 表彰の概要及び取得年月を記入し 、 表彰を証する 書面の写し を全て添

付する こ と （ 技能に関連し て被推薦者本人が表彰を受けたも ののみ記入する ） 。

なお、 技能に無関係な「 感謝状」 「 永年勤続表彰状」 等は記入し ない。

表彰の種類は、 上段よ り 順に該当項目を記載。 記載箇所を誤ら ないよ う にする 。

・ 「 ○○大臣賞」 の場合は大臣表彰。

・ 「 ○○マイ ス タ ー（ ○○知事賞） 」 の場合は知事・ 行政機関の局長表彰。

・ 「 一般社団法人○○協会会長賞」 の場合は全国レベルの業界団体表彰。

免許・ 資格等

職業訓練指導員免許の取得歴・ 技能検定委員の委嘱歴・ 特許を

有する 者については、 免許・ 資格等の概要と 取得年月を記入し 、

免許等を証する 書面の写し を全て添付する 。

なお、 推薦を受ける 技能と 直接関係がない技能に関する も のは

記入し ない。

技能検定欄

該当する 場合は、 技能士の名称（ ○級○○技能士） と 取得年月を記入

し 、 技能士証の写し を全て添付する 。 級は一級、 二級等のよ う に漢数

字で表記し 、 単一級の場合は「 単一級○○技能士」 と 記入する 。

大会入賞歴等欄

高度熟練技能者、 も のづく り マイ スタ ー、 全技連マイ ス タ ーに該当する 場合は、

認定さ れた年度（ 元号アルファ ベッ ト ＋数字） 、 業種、 職種を記入し 、 認定を証

する 書面の写し を全て添付する 。

技能グラ ンプリ 入賞歴、 技能五輪国際大会入賞歴、 技能五輪全国大会入賞歴があ

る 場合は、 開催回、 参加職種、 順位を記入し 、 入賞を証する 書面の写し を全て添

付する 。
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（ 様式３ の１ )

都道府
県番号 都道府県名 職業部門 職種名（２） ふりがな

0 ○○県 5 電子計算機組立工 被推薦者氏名

（所在地又は住所）

令和５ 年度 〒 000-0000

令和３ 年度 都道府県 ○○県

年度 市区町村 ○○市

年度

年度 （推薦者氏名） TEL

計 2 回

推薦順位等

選考対象者総数 36人

推薦総数 7人

推薦順位 1位

現役性

技能五輪選手を指導する後進
の指導員や技能五輪選手の指
導、現場管理に尽力している

また、自ら電子機器組立工と
して、訓練課題の作製作業に
日々従事している。

現在従事している業務内容と
その内訳は次のとおりである。

就業時間○時間
１．新規課題の検討及び仕様書
類の作製（○時間）
２．指導方法や訓練内容の検討
及び改善（○時間）
３．職場内の巡視と指導員や選
手への指導・教育（○時間）

技能の概要 功績・貢献の概要 後進指導育成の概要

電子分野の試作品製作に長年従
事して培った知識・技能を有してお
り、特に下記の技能に優れている。
１．高信頼性を保障する組立技能

電子機器組立の「はんだ付け」技
能と、振動を考慮した組立技能を修
練し、その経験と研究から、信頼性
の高い工法や工程を生み出したそ
の技能は、ハイブリ ッド車や燃料電
池車に搭載されている電子制御製
品の試作でも基礎となっており 、現
在は幅広く標準化されている。
２．プリント板アートワーク技能

電子製品の試作では、小型軽量化
が重要課題とされ、その完成度はプ
リ ント基板の部品実装密度に大きく
左右される。その中でもプリント板の
アートワーク作業において、これまで
培った優れたノウハウをベースに創
意工夫と研究を重ね、新たなアート
ワークの工法を生み出した。その技
能は現在標準化され、多くの電子製
品の試作に適用されている。

１．宇宙産業機器への貢献
人工衛星搭載用の低振動モータと宇宙

環境測定装置の製作において、米国航空
宇宙局の要求基準をクリ アーし、製品化を
実現した。この技能は、現在運用中の国
際宇宙ステーションの実験モジュール内で
使用する真空ポンプ用コントローラの製造
にも用いられ、宇宙産業事業の拡大に貢
献した。
２．モータースポーツ活動への貢献

エンジン性能の向上を目指したエンジン
制御用コンピュータの試作と量産に取り組
んだその結果、高性能な電子部品の組付
品質の向上に貢献した。
現在、この工法は標準化され、試作品の
組立工法として広く活用されることとなっ
た。

１．電気・電子関係の国家検定に実
技指導員として活躍し、これまでに○
○名を合格させ、○○県技能競技大
会において1位入賞者○○名を輩出
した。
２．技能五輪大会出場者の指導を通
じ、工場よりこれまでに○○人を全国
大会に出場させた。大会では1位入賞
○名の成績を獲得させると共に○○
年の国際大会でも1位入賞を果たさ
せる等、高い指導能力を発揮した。
３．技能検定補佐員として○○年に
わたり尽力し、○○年から検定委員と
して、検定（電子機器・配電盤組立
て）の運営に貢献し、現在も県技能検
定専門委員として活躍している。

卓越した技能の概要

調書（ ２ ） 都道府県

推
薦
者
及
び
推
薦
理
由

技能　秀一

過去５年の推薦回数

000-000-0000

職種名（１） ぎのう　しゅういち

電子応用機械器具組
立工

○○町○－○－○

○○県知事　○○　○○

（推薦理由）
　電子分野の試作品製作における「はんだ付け」を始め、試作品の完成されるまでに必要な電子回路技
術、組付技能、計測・評価技能などの電子機器組立に関する技能に卓越している。その技能を活かして、
宇宙産業機器や自動車用電子制御製品、ITS製品などの多くの試作を担当し、製品化まで導いた。また、
幾多の改善による生産性及び品質の向上や、職場安全に寄与するとともに、多くの後進技能者の指導・育
成に貢献した。以上のことから本被推薦者は、電子機器組立に関する優れた技能を伝承するなど、多くの
実績があり、県１位として推薦する。

記載例：都道府県

都道府県番号欄ほか

調書１ に記載し たも のが

自動で反映。

過去５ 年の推薦回数欄

過去５ 年において被推薦者が卓越し た技能者の表彰について厚生労働大臣に推薦さ

れた年度及び推薦合計回数を 記入する。

なお、 過去５ 年で初めて推薦さ れる 場合は計０ 回と 記入する 。

推薦者及び推薦理由欄

推薦者の所在地ま たは住所、 電話番号及びその推薦理由を記入

する 。 推薦者氏名は、 都道府県知事名と する が、 空席時等やむ

をえない場合は職務代行者である こ と を明記し 、 職務代行者名

を記入する 。

都道府県知事推薦の１ 位の者に関し ては、 他の候補者と 比較し

て最上位と し た理由も 併せて記入する 。

卓越し た技能の概要欄

P10 ４ ． 「 卓越し た技能の概要」 欄

に記載の各項目を参照の上、 記入す

る 。 ただし 、 一葉で記入する こ と が

困難な場合は、 調書（ ３ ） （ ４ ） ま

で記載し て差し 支えない。

推薦順位等欄

・ 選考対象者総数欄･･･推薦に当たり 、 被推薦者と なら なかった者も 含め選考の対象と し た全て

の人数を記入する 。 なお、 厚生労働大臣への推薦に当たり 、 管轄の市区町村、 商工関係機関又

はその他の団体等に推薦を依頼し た上で候補者の選定を行っている 場合は、 当該推薦人数を記

載し 、 潜在的人数を記載する など、 過大な人数を計上し ないよ う に留意する 。

・ 推薦総数欄･･･被推薦者の全部門における 総数を記入する 。

・ 推薦順位欄･･･被推薦者の全部門における 推薦順位を記入する 。

卓越し た技能の概要欄

上記の記載は、 参考に記載し たも のであり 、 記載の分量は例によ ら ず具体的かつわかり やすく 詳細に記入する こ と 。
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（様式４）

写真添付欄

職業
部門

第16部門
被推薦
者氏名

技能 秀子
撮影
年月日

令和５ 年11月３ 日

写真
説明

地元の名産である○○を積極的に自店のメニューに取り入れて使用するなど、地産
地消に努めている。また、今まで多く廃棄されてきた野菜の芯や皮を利用し、フードロ
スの削減にも力を入れるなど、環境面にも配慮した取り組みを行っている。

写真
説明

○○小学校等、計○校の小学校に対し、体験料理教室を実施し、技能尊重の機運
醸成に貢献。

・包丁の持ち方や、野菜の切り方、根菜・葉物など種類によって熱の通り方に違いが
出ることを説明した上で、火にかける順番を指導し、熟練した技能を実演して見せた。

職業
部門

第16部門
被推薦
者氏名

技能 秀子
撮影
年月日

令和５ 年５ 月

写真添付欄

【 注意点１ 】
該当職種で求めら れる 安全面や衛生面に留意し ている 作業風景写真を添付する 。

直近１ 年以内の作業風景写真を必ず１ 枚以上添付する 。

注意点１に合致する写真例注意点１に合致しない写真例

【 注意点２ 】
後進指導育成を行われている こ と が分かる 写真を添付する 。

注意点２に合致しない写真例 注意点２に合致する写真例

着帽せず、髪も
束ねていない

着帽し衛生面
に充分配慮して
いることが見て

取れる

指導風景が分
かる写真がある実際、具体

的にどのよ
うな指導を
行ったのか
分からない
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（様式４）

写真添付欄

職業
部門

第９部門
被推薦
者氏名

技能 秀雄
撮影
年月日

令和５ 年11月３ 日

写真
説明

○○年～○○年にかけて氏が修繕に携わった○○神社。○○造りや○○伝統的な
技法を用いた、○○の技術が活かされている。

写真
説明

○○神社の修繕の際に用いられた○○の部品製造に深く携わる。氏の制作した部
品は、伝統的な○○造りを支える上で欠かすことの出来ないものであり、その技術
の高さゆえに幾つもの伝統社寺の修繕に用いられている。

職業
部門

第９ 部門
被推薦
者氏名

技能 秀雄
撮影
年月日

令和５ 年５ 月

写真添付欄

【 注意点３ 】

作品写真については、 現役性の担保のため、 直近１ 年以内の写真を １ 枚以上添付す
る こ と 。

直近１ 年以内の作業風景写真を必ず１ 枚以上添付する こ と 。

注意点３に合致する写真例注意点３に合致しない写真例

【 注意点４ 】

製品の中間で用いら れる 部品等を製造し ている 場合は、 最終的な制作物においてそ
の部品がどのよ う に使われている のか記載する こ と 。

注意点４に合致する写真例

古い作品写真し
かない

（直近１年以内
に撮影した作品

写真がない）

直近１年以
内に撮影し
た作品写
真がある

注意点４に合致しない写真例

○○氏の製品をここで使用

最終的に
どのように
用いられ
ているの
か分かる

最終的にどの
ように用いら
れているのか
分かりづらい
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（ 様式５ ）  

専門用語集（ 例）  

用語 ふり がな 内    容 

・  卓越し た技

能者の表彰 

 

 

 

 

 

・  ○○○ 

 

・  □□ 

・ たく えつし たぎのう し

ゃのひょ う し ょ う  

 

 

 

 

 

・ △△△△ 

 

・ △△△△△ 

・ 卓越し た技能者の表彰制度は、 厚生労働大臣が

我が国の最高水準にある 優れた技能者を表彰する

こ と によ り 、 技能労働尊重の気運を 高め、 技能者

の地位及び技能水準の向上を図る と も に、 青少年

が誇り を持って技能者になろう と する 社会的基盤

を 築こ う と する も のである 。  

 

・ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○。  

 

・ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。  

※必要に応じ 画像や図表を添付し 、 分かり やすく 記載する 工夫がある と 良い。  

ただし 、 本フ ァ イ ルを含む推薦書類の合計サイ ズが被推薦者１ 人につき 指定さ れた容量以

内と なる よ う 、 適宜ト リ ミ ング部分の削除や不鮮明になら ない範囲での画像圧縮等を行う

こ と 。  

※提出書類中に解説を要する 専門用語が１ つも 無い場合は「 無し 」 と 記入し 提出する こ と 。  

必ず記載する こ と 。 
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